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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

· ガスコンロ、屋上の物干し台の修理伝票を庶務へ提出しています。

· 今年度の治療プログラム、イベント等の担当スタッフ、サポートスタッフが決定しています。年間スケジュールと合わせて掲示しますので各自確認しましょう。（サポートスタッフには今年度よりサポートスタッフリーダーがついています。）

· アドバイザー報告書（２回目）の提出１週間前となりました。提出期限（７月１日）を厳守して報告書の提出をお願い致します。
· 救急カートに巻く紙テープが届いています。カートを一周するように巻き、必ず日付けを記入して下さい。使用後や物品確認した際も同様です。

＜週間予定＞

･　6/26症例検討会・行動制限最小化委員会

· 6/27～江刺家　恵子様　退院予定（14：00）

· 6/29～歯科受診　滝澤　久江様・加賀谷　芙美子様

· 6/29～佐藤　節子様　単独外出予定（バス券の更新、買い物、ランチ目的）

· 6/30～ポット洗浄

＜患者様連絡事項＞

· 佐々木　淳様～右肘擦過傷の処置継続については、患部の状態を観察し、6/27 

  　（水）主治医に報告し指示を頂くようにしましょう。

· 小坂　君子様～後頭部の米粒大のせつ・顎の腫脹・発赤について、患部の状態確認を

したところ炎症が続いている為、継続にてサワシリン　３Ｃ　3×1　3日分本日処方となっています。引き続き、患部の状態観察を行っていきましょう。
· 浅野　秀子様～右足第4趾に軽度の熱感と腫脹見られていましたが、本日皮膚科受
診し、爪囲炎との事でアズクロ軟膏、サワシリン　３Ｃ　3×1　3日分処方となっています。引き続き、患部の状態観察を行っていきましょう。
· 田野端　忠夫様～昨日、老眼鏡購入の為、スタッフ付き添いにて外出しています。眼

鏡は6/26当院へ届く予定となっています。

· 佐藤　節子様～6/29バス券の更新、買い物、ランチ目的で単独外出予定となってい
ます。10：30～14：00と長時間の外出となる事、また、先週はうつ気分が続き日課、プログラムにも支障をきたしていた為、単独での外出については主治医へ報告し指示を頂くようにしましょう。

· 加賀谷　芙美子～同室者とのトラブル後、同時期よりベット周りのカーテンを締め

切っている事が続いています。最近の疲労感や眠気の持続、集中力の低下等から精神状態の変化も考えられますが、他患者様の退院に伴い、担当スタッフより部屋移動の候補に挙げられていました。週末より、徐々に活気見られるようになり、トラブルの相手とも交流見られてきているため、部屋移動せず様子観察する事としています。

＜受け持ち患者様のNCP評価＞

· 板橋　雅勝様～6/19　西病Ｂユニットより北病棟へ転入、6/21　入院形態が医療保入

院から任意入院に変更されています。

○単独外出許可について

妄想に左右され上京するなど問題行動あり医療保護入院となった経緯もありますので、所持金や所在確認を密にし、無断離院等の事故に注意しましょう。当面はスタッフ付き添いにて単独外出については、外出状況を評価していき検討していきましょう。

○買い物について

支払いに戸惑う場面も見られたものの、予定していた物を購入する事が出来、小遣い帳の記入もスムーズに出来ています。

○更衣・洗濯について

物盗られ妄想や清潔観念の欠如などにより、洗濯や更衣をしぶることがありますので、洗濯、更衣状況を確認し､必要時は声掛けしていきましょう。

○肥満傾向について

食事制限は無く、夜間の間食が見られていたようです。主治医より、運動を進められた事もありウォーキング実施しています。今後も継続する事とし、歩行チェック表を活用する予定です。

○ナイトプログラムグループについて

退院後の施設入所等を視野に入れ、社会復帰を目的としてサボテングループに加入の予定です。

現在、妄想（誇大、被害）等の精神症状は落ち着いており行動化は見られていません。プログラム・日課は拒否なく取り組むこと出来ています。
＜業務改善＞

（ナイトプログラム実施者について）

現在、主としてケアワーカーが実施している状況にありますが、ＳＳＴやその他プログラムと同様に治療の一貫として位置付けられている事、また、小グループ化や専門性を必要とする勉強会等の実施に伴い、有資格者と2人体制での実施の希望がありました。夜勤帯での外線電話対応等の検討が必要という意見も出ていますが、試験的な実施を検討する事としています。


































